
気持ち新たに ～充実した2学期になるよう、挑戦！～

たいへん暑く長かった夏休みも、残すところ１０日となりました。本日は登校日で、静かだった学校にも
子どもたちの笑顔や歓声が戻ってきて、新学期に向けて新たな気持ちで学校経営に尽力していこうという思
いが、私の中で高まってきました。子どもたちには、残りの１０日間で、起床･就寝時刻や日中の過ごし方等
に留意して生活リズムを整え、９月１日(金)には、元気に登校してきてほしいと思います。

２学期には、自然学校や修学旅行、音楽学習発表会、地区訪問継走といった行事や、学年ごとの校外学習
や体験学習が計画されています。より楽しく、より充実したものになるよう、授業や行事の中で、みんなで
力を合わせて取り組んでほしいと思います。さらに、児童生徒美術展に向けて書写や絵画の作品を仕上げた
り、４年生以上が出場できる陸上大会に向けて練習したりする機会もあります。作品が選ばれるよう熱心に
取り組んだり、出場すると決め練習にがんばったりして、自分の力を試してほしいと思います。子どもたち
には是非、挑戦の２学期にしてほしいと思っています。

始業式には、できるようになりたいことや挑戦したいことを考え、２学期の目標を立てるよう話したいと
考えています。ご家庭でも、充実した２学期になるよう、励ましてやっていただきたく、お願いいたします。

将棋の世界では、２０歳の藤井聡太七冠が、最後の八
し よ う ぎ せ かい は た ち ふじ い そ う た ななかん さい ご はち

冠目となるタイトル戦の挑戦権を得たって話題になってい
かん め せん ちようせんけん え わ だい

るね。天才だ、怪物だと言われているけれど、実績を見る
てんさい かいぶつ い じつせき み

と確かにそうだね。でも、子どものころ、母親からは「生活
たし こ ははおや せいかつ

能力が低い」って言われていたそうだよ。宿泊先に服を
のうりよく ひ く い しゆくはくさき ふ く

置いてきたとか、よく傘をなくしたとかっていうことがあっ
お かさ

たらしいんだけれど、どんな人にも、優れた面も、そうでな
ひと すぐ めん

い面もあるって。そんな話を聞いたって、藤井七冠を「ぼう
めん はなし き ふじ い ななかん

っとしたダメなやつだ」なんて言う人は、きっといないよ。
い ひと

西小っ子だって、みんなそうだよね。藤井七冠と一緒に
にししよう こ ふじ い ななかん いつし よ

されても…と思うかもしれないけれど、どの子にも、その
おも こ

子なりに優れた面とそうでもない面があるように思うよ。
こ すぐ めん めん おも

よく考えたら、結局、周りがその子を、その子のどんな
かんが けつきよく まわ こ こ

面で見るかってことが大事なんじゃないかな。だからね、
めん み だい じ

森の木に言わせたら、西小っ子はみんな良い子ばかりだ
も り き い にししよう こ よ こ

よ。良い面に注目したら、みんな良い子なんだよね。
よ めん ちゆうもく よ こ

もちろん、直さなきゃいけないところを注意されてるの
なお ちゆうい

を目にすることもあるけれど、それはしっかり直していけば
め なお

いい。そんなところだけでなく、西小っ子の良い面をいっ
にししよう こ よ めん

ぱい見たいなって思うんだけれど、どうかなあ？ (つづく)
み おも

～健康の森から、いつも西小っ子を見つめている森の木のつぶやきです～
けんこう もり にししよう こ み もり き

－給食配膳室の工事が始まりました

給食配膳室の工事が始まり、中庭の東半分が立入禁止

となっています。本年度は、トイレや教室の改修・空調設

備等の工事が続きますので、来校の際はご注意ください。

～揖西西小学校の教育方針等をお伝えします～
★教職員研修｢防犯研修｣について

本校では、毎年この時期に防犯研修を実施してい
ます。今年度は７月１８日(火)に「通報訓練」を、
７月１９日(水)に「不審者対応訓練」を実施しまし
た。昨年度との違いは、不審者
が校舎内に侵入する前に押しと
どめるように訓練したことです。
改めて危機意識を高めることが
でき、よい研修となりました。

★教育実習について
９月１日(金)から３週間、教育実習生１名を受け入れ

ます。実習生は本校卒業生で、養護教諭の免許取得
をめざしています。児童にとっても実習生にとって
も、よい３週間となるよう努めたいと考えています。

★校時表の変更について
給食の準備･片付けの関係で、昼休みを確保する

ために、校時表を以下のように変更します。

昼休み 13:00-13:20（変更前 12:55-13:15）
清 掃 13:23-13:37（変更前 13:20-13:35）

なお、登下校時刻を含む４校時までと５校時以降
に変更はありません。

★配布文書のペーパーレス化への取組について
２学期より、学校から保護者へ発信する文書につ

いて、下記のものは紙媒体での配布としますが、そ
れ以外はスクリレによる配信のみといたします。
◆子どもも読む文書（校報･学年通信等）
※内容によってはスクリレでの配信もします。

◆全校もしくは学年の全保護者宛てではない文書
※ＰＴＡ関連文書についても、これに該当します。

◆配布を依頼された教育委員会許諾済みのチラシ等
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※学校外における活動の表彰については、学校に情報提供があったものを紹介させていただいております。

《７月４日（火） ５･６年｢アフリカ音楽との出会い｣》
ブルキナファソ出身の音楽家と活動を共にするメン

バーに来校いただき、「あなたに届けたいアフリカの
心と風」コンサートを開きました。伝統的な楽器の演
奏にのって一緒に歌ったり踊った
りする場面もあり、楽しい時間を
過ごすことができました。西アフ
リカの音楽をはじめとする文化と
素晴らしい出会いができました。

《７月６日（木） ６年｢菖蒲谷村学習｣》
６年生は、総合的な学習の時間に追究する課題の一

つに、昨年度の６年生同様「菖蒲谷村」を取り上げ、
その歴史や遺構について調べていくことにしました。
そこで菖蒲谷村遺構を保存する会
のみなさまに、子どもたちの質問
に答える形で、いろいろと教えて
いただきました。この日の学習を
きっかけにして、今後の学習計画
を立て、学びを深めていきます。

《7月６日（木） 学び舎学級｢七夕会（素麺流し）｣》
毎年、学び舎学級と子ども講座「国際交流」合同で、

七夕会を開催しています。今年の七夕会でも、願い事
を書いた短冊や飾りを笹につけたり、野菜で動物（お
盆の時期にお供えする精霊馬）を作った
りして部屋を飾り付けた後、素麺流しを
しました。構教育集会所に関わる大勢の
地域や保護者のみなさま、市職員のご協
力の下、日本の伝統文化に触れるととも
に、おいしい素麺とさらにスイカまでい
ただき、大満足の七夕会になりました。

《７月１１日（月） 1･2年 ｢読み聞かせ｣》
読み聞かせグループ「テクテク」のみなさんには、

毎年１･２学期末に来校いただいています。この日も、
学級ごとに、紙芝居や絵本の読み聞かせをしていただ
きました。ディスプレーに大きく
絵を映し出すなど工夫もあり、子
どもたちは集中して、お話の世界
を楽しむことができていました。

《７月１１日（月） スポーツクラブ ｢グラウンドゴルフ交流｣》
屋外スポーツクラブでは、グラウンドゴルフで地域

のみなさまと交流させていただきました。みなさまの
上手なスティックさばきに、子どもたちは感心し、見
よう見まねで一生懸命プレーして
いました。うまくいったときには
歓声が上がるなど盛り上がり、素
晴らしい交流ができました。

《表彰》 ～みなさん、おめでとう[敬称略、( )内数字は学年]～
★揖龍歯科医師会歯牙優良児表彰
優良：高島潤⑹、原田日鞠⑹

★人権文化をすすめる市民運動人権作品展
［人権ポスター］

市長賞：宮田いろは⑶
入選：根本あづさ⑸、原田謙真⑵

[人権作文］
入選：三輪珠愛⑸、井上帆希⑶、北川陽桜香⑵

［人権標語］
市長賞：田坂岳⑴
入選：濵﨑蘭⑹、平野未来⑷
※高校･一般の部 市長賞：家田ゆり(PTA)

★兵庫県小学生ソフトテニス選手権大会
第４位：長方香稟⑹
※他校の児童とペアを組んで県で４位となりました。
その結果、８月上旬に神戸で開催された全国大会
にも出場しました。
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